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　周波数帯幅が狭く雑音の影響が少ないため、SSBに比べて1/2.4、ＦＭに比べて1/7.7の１弱い信号でも受信可。

　運用上ＳＮ比がマイナスになっても使用可（人間の耳なら雑音とモールス符号を聞き分ける）。
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講義「モールス符号の基礎知識」

実習・モールス通信体験

集合写真撮影

　1992年、国際海事機関(IMO)が国際的な船舶安全通信をGMDSSに完全に移行した。

　Ｅ・Ｔ・Ａ・Ｎ・Ｉ・Ｍなど、頻度の高い文字は短い符号として作られている。

　１８３１年、Ｓ．Ｍｏｒｓｅ（サミュエル・モールス　米国　画家）が考案した符号。

　Ａ１Ａの電波は、周波数に対して比較的利用効率が高い（Ａ１Ａは、ＳＳＢ比６倍、Ｆ３Ｅ比60倍）。

　Ａ１Ａの電波は、ＳＳＢに比べて電力効率が高い（SSB比20倍）。

モールス符号の利点と欠点

　聴覚（音）だけでなく、視覚（符号や光）でも利用できる。

　モールス符号による通信（A1A）は、元祖デジタル通信。

ＪＡＲＬ静岡県支部技術講習会

日時：令和6年１２月1４日（土）　１３：３０～１６：３０

場所：静岡県立静岡高等学校　同窓会館２階　大会議室

　当初は有線通信で普及したが、　1895年マルコーニが無線通信の実験に成功すると無線通信にも使用された。

　1912年、豪華客船「タイタニック」号が氷山に衝突沈没した際の「SOS」も、モールス符号が使用された。

開会、支部長挨拶

モールス符号の歴史

　伝送効率（時間当たりの情報伝送量）が低い。

　熟練を要する。

　②は、パソコンや携帯アプリの練習ソフトを活用すると良い。実際の交信をワッチするのも◎。

　受信の際、判らない文字は、飛ばすこと。（∵無線通信の原則：無線通信は正確であること）

　①は最初だけ、あとは②③の努力を重ねる。③は、自分の打ったモールス符号を録音し聴くだけでも効果的。

モールス符号の覚え方

　送信できるようにする。

　「合調語法」と「音感法」

　モールス符号を覚える

　音響で受信できるようにする

藤田　祐二

ＪＨ２ＱＢＺ 松下　純也 ＪＧ２ＧＤＥ 西村　章 ＪＳ２ＦＭＶ 福代　栄生

ＪＧ２ＴＳＬ 片桐　秀夫 ＪＫ２ＡＱＴ

ＪＲ２ＰＭＱ 齋藤　信泰 ＪＲ２ＷＮＢ 佐久間真紀人

ＪＧ２ＸＷＨ 小川　和裕 ＪＱ２ＸＴＡ 椿原　寅賢 ＪＫ２ＶＱＲ

モールス符号で交信するための技術

　相手から送られてくるモールス符号を文字に変換し、意味を理解できる｡(受信の能力)

　こちらから伝えたい内容をモールス符号に変換し、相手に送る。(送信能力)

ＪＫ２ＫＮＨ 西崎　滋昭小泉　範幸
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ＪＡ２ＪＮＡ 岡本　吉史 ＪＥ２ＰＷＡ 大村　芳範 ＪＲ２ＸＭＨ 小澤　美佐子


